
 

校長 岡林 保幸 

 戦争中、上野動物園では爆撃で檻が壊され、猛獣や大型動物が逃げ出して市民に危害を加えないよう

薬殺などの処分が行われました。象が殺された悲劇は後に物語にもなりました。（童話「かわいそうなぞ

う」土家由岐雄） 

では、戦後どうやって再び上野動物園に象が飼われるようになったのかご存知ですか？実はインドの

ネルー首相が、上野動物園がある台東区の子どもたちの熱望に応え、昭和２４年に自分の娘の名前を付

けた「インディラ」を贈ってくれたことによるのです。 

それは、独立間もないインドが、イギリスの植民地から解放するために、命をかけて貢献してくれた日

本に対しての深い好意を持ち、「敗戦で打ちひしがれていた日本を元気づけたい」と思ったからでした。 

この時、ネルー首相から子どもたちに次のような文書が贈られました。 

皆さん 

私は皆さんの希望によって、インドの象を一頭皆さんへお贈りすることを大変嬉しく思います。 

この象は見事な象で、大変にお行儀が良く、そして聞く所によりますと、体に縁起の良いしる

しをしっかりそなえているとの事です。 

皆さん、この象は、私からのではなく、インドの子どもたちから日本の子どもたちへの贈物で

あるとご承知下さい。 

世界中の子どもたちは多くの点で似かよっています。 

ところが大人になると変わり出して、そして不幸な事には、時々喧嘩をしたりします。 

私たちはこの様な大人たちの喧嘩を止めさせなければなりません。そして、私の願いはインド

の子どもたちや日本の子どもたちが成長した時には、おのおの自分たちの立派な祖国のためばか

りにではなく、アジアと世界全体の平和と協力のためにも尽くして欲しいということです。 

ですから、このインディラという名を持った象を、インドの子どもたちからの愛情と好意の使

者として考えて下さい。インディラは東京でたったひとりぼっちで、あるいは少しさびしがって

遊び友だちを欲しがるかも知れません。 

もし、皆さんが希望するならば、インディラがこれから自分の住家としてゆく新しい国で、幸

福になるように、お友だちの象をもう一頭送るようにすることもできます。 

象というものは立派な動物で、インドでは大変に可愛がられ、しかもインドの特に代表的なも

のです。象は賢くて、しんぼう強く、力が強く、しかも優しいものです。私たちも皆、象の持つ

これらの良いところを、身につけるようにしてゆきたいものです。 

おわりに、皆さんに私の愛情と好意とを贈ります。 

ジャワハルラル ネルー １９４９年９月１日 ニューデリー 

 このインドの好意はその後も続いていて、四頭目の象には「スーリア」が

贈られました。「スーリア」とはヒンズー語で「昇る太陽」という意味で、

これは「日出ずる国」である日本にちなんで命名されました。 

 １０月２２日には「ナマステ！INDIA☆DAY」が開催されました。インド

に関する様々な文化に触れる活動を通してインドへの関心を高め、現地理解

を深めると共に、日本と異なる文化を認め、国際社会の一員として生きてい

こうとする姿勢を培うことができたらと思います。 
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ネルー首相と娘さん、そして象のインディラ （上野動物園にて） 

ネルー首相から日本の子どもたちへ贈る言葉 



１０月の主な行事を紹介します 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぼくは、大だまころがしをしました。ボー

ルがくるまえは、とてもどきどきしました。

ボールは、とてもはやかったです。３ねんせ

いのところでボールがおちたのをみて、あ

かぐみにかてるかしんぱいしました。でも、

かててうれしかったです。 （G1） 

 

今日は、うんどう会がありました。そのまえの日のよるに、

おなかがいたかったけど、うんどう会にでられたのでよかっ

たです。ときょうそうで、４いだったけど自分ではさいこう

タイムで走れたとかんじました。リレーは黄色が１いなのに

赤が４いになってしまいました。黄色にあやまりたい気もち

でなみだがでました。でも、４、５、６年生のリレーでは黄

色１い、赤２いで赤ぐみのみんながうれしかったと思いま

す。ぼくも、「よっしゃあ。」と言いました。らい年もリレー

せん手になったらがんばりたいです。  （G2） 

ぼくは、うん動会でがんばりたいことがありま

した。それは、グルグルサイクロンのチームワーク

を大切にしてがんばるということです。練習中は、

たくさんしっぱいしてしまいましたが、チームの

みんなでさくせんを考えたりたくさん練習したり

して、本番がくるのがすごくワクワクしました。 

いよいよ、本番。まちにまったグルグルサイクロ

ンの番がやってきました。そして、ぼくたちの番が

やってきました。ぼうがわたされましたが、さいご

にしっぱいをしてしまいました。あせっていると

赤組にぬかされてしまいました。ぼくたちのぼう

を次の人たちにわたして、ぼくがしっぱいしたこ

とをかなしんでいると、チームのみんなが、「まだ

だいじょうぶだよ。」と言ってぼくをなぐさめてく

れました。そして、チームのみんながきょうりょく

して、ついにぎゃくてんしてしょうりすることが

できました。 

ぼくは、このグルグルサイクロンを通して、チー

ムみんなのやさしさをしり、チームワークの大切

さを学びました。 （G3） 

 

 

 

 

  １０月６日、運動会を開催しました。児童生徒会のスローガン「紅白翼合戦～自分の翼はみんなのため

に みんなの翼は 1 人のために～」を目指して練習に取り組みました。当日は、一人一人の翼が合わさっ

て大きな翼となり大成功で運動会を終了しました。特に、全校で取り組んだ応援合戦、インディアンダン

スは大変見応えがありました。 

ご来賓の皆様には、ご多用の中、早朝よりご臨席を賜りましてありがとうございました。 

 

 
私は応援団として、みんなでアイデアを出

し、１から応援を作りあげることができた。

休み時間を使って白組のメンバーにダンス

を教え、完璧な応援を作るために、思ったこ

とはできるだけ伝えるようにした。応援団同

士でどうやったら声が聞こえるようになる

かを重視し、様々な工夫を重ねた。トロフィ

ーをもらえたのは、応援団員の力だけでなく

白組全員が全力で練習に取り組んでくれた

おかげだと思う。頑張ってくれた白組全員に

感謝したい。家に帰って動画を観たとき、あ

きらめずに教え、練習し続けて良かったと思

ったし、このメンバーでできて本当に良かっ

たなと思った。努力は必ず実るということを

身をもって感じることができた。この運動会

は一生忘れることはないと思う。 （G8） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の運動会でうれしかったことが二つあります。一つ

目は、「ぼう引き」ができたことです。ぼくの姉がインド

に来て初めて運動会でやったきょうぎが「ぼう引き」でし

た。ずっとやりたいと思っていたし 1 本引けてうれしか

ったです。 

二つ目は、リレー選手になったことです。これまでは、

補欠で走れなかったけれど、今年は選ばれたし、2 位を取

ることができてうれしかったです。結果、赤組は負けてし

まってトロフィーを取ることはできなかったけれど、団結

力や仲の良さなどでは、白組に負けないぐらいのものを取

ることができたので良かったです。 （G5） 

 

ぼくは、今年の運動会で応援団としてみんなを引っ

張っていました。ぼくがみんなを引っ張っていること

がよく分かる「応援合戦」がプログラム 2 番だったので

「やばい。」と思っていましたが、白組のみんなが一丸

となって大きな声を出していました。みんなを引っ張

っていくはずのぼくが、全力を出さなきゃいけない。そ

う思ったぼくは、みんなからもらった勇気を力に、大き

な声で応援できました。 

ぼくは、この運動会でみんなとの協力が大切だと分

かりました。みんなと力を合わせれば何でもできます。

今回のスローガンにも「自分の翼はみんなのために 

みんなの翼は 1 人のために」とありました。ぼくは、達

成できたなと思いました。来年は中学生ですが運動会

でみんなと協力していきたいです。 （G6） 

 

今年は、中学部として運動会に出て正直大

変でした。小学部のとき見た中学生の応援が

すごくて来年はこの応援をするんだと思って

いました。そして、中学生になって運動会の

練習が始まると、応援練習がかなり入ってい

て驚いたし、やることもたくさんあってうま

くいかなくて大変でした。でも、中学部応援

で優勝できたのは良かったです。競技の部で

も今年は優勝でき、自分はリレー選手だった

ので、そこでも頑張ろうと思っていました。

そして、1 位になれたので今年はとても満足

できる運動会になりました。来年の運動会で

は、色々やらなくてはいけない事が、更に多

くなると思うので、頑張りたいです。 （G7） 

 

ぼくは、グルグルサイクロンを練習していません。

なぜなら、体調が悪くて休んでいたからです。だから、

ぼくは、不安でいっぱいでした。しかし、なかまのみん

なが「だいじょうぶ。」と声をかけてくれました。そし

て、やり方もおしえてくれました。 

本番は、きんちょうしたけど、みんなが「はいはい。」

とジャンプするタイミングを言ってくれたので失敗せ

ずにとぶことができました。次は、みんなに心配かけ

ないようぼくが声かけしたいです。 （G4） 

 

最後の運動会がとうとう終了した。結果は白が

３冠だった。赤組の頑張っていた応援団の人たち

に「優勝」をあげたかったという気持ちと運動会が

終わったことへの安堵と清々しい気持ちでいっぱ

いだった。団長が言っていたように学年を超えて

仲良くなれたと思う。様々な収穫のある運動会だ

った。 （G9） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日、早朝よりインド人スタッフの皆様が準備をして

インド伝統料理を振る舞ってくださいました。児童生徒

もインドの文化に触れる良い機会となり伝統料理を楽

しみながらいただきました。 

インドナヴァラトリーメニュー 

・アールー・キ・サブジー（じゃがいものカレー） 

・プーリー（薄いあげパン） 

・ハルワー（スィートディッシュ） 

スタッフの皆様、ありがとうございました。 

１４日は、後期児童生徒会役員、２１日には後期委員長

の任命式を行いました。その後、各委員会より後期重点目

標を発表しました。前期に引き続き、テーマ「翼」を 

掲げて全校生の為に活動することを期待します。 

 

 

 

                  ※後期児童生徒会

役員については

グルモール 9 月

号に掲載してい

ます。 

  

【委員会】  【委員長名】 

学級委員会   杉元 愛佳 

図書委員会   北井 理央 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ委員会   鈴木 円子 

放送委員会   清田 晴奈 

美化委員会   土井麻依加 

体育委員会   山上 万葉 

保健委員会    田伏  七海 

１４日、後期始業式を行いました。本年度から二期制

を実施しています。始業式では校長先生より、後期の

目標をしっかりもち、見通しをもって学習に取り組む

ようお話がありました。

 

 

 

 

                   

  



 

１０月の転出入 
転入 ２名 転出 ８名 

芝本 真久（小１） 
芝本 周加（小５） 

宗沢せいか（小１） 
河口 理仁（小１） 
河口 理那（小４） 
林  莉名（小２） 
林  諒 （小２） 
田中 祐成（小２） 
田中 彩葉（小４） 
白川 大希（小４） 

１０月２５日現在の児童生徒数 計３２０名 

１７日、4 年生がお茶会に参加しました。緊張しな

がら作法の説明を聞き、日本の伝統的な文化を体験し

ました。 

茶道部の皆様、毎月、貴重な体験の場を作っていた

だきありがとうございます。 

10 月の主な出来事 
３日（木） 運動会予行 ナヴァラトリー昼食提供 

４日（金） フィルミレンゲの会   

６日（日） 運動会 

７日（月） 振替休業日（６日分） 

８日（火）  Dussehra 

１１日（金） 前期終業式  

１４日（月） ナマステの会 後期始業式 児童生徒朝会 

       （後期児童生徒会役員任命式）  

１７日（木） G4 お茶会 

２１日（月） 児童生徒朝会 

（後期委員長任命式・重点目標発表） 

フリー参観ウィーク（～２５日） 

２２日（火） ナマステ！INDIA☆DAY 

２４日（木） 中学部「先輩から学ぼう」 

         講師 オディッシーダンサー 

 小野雅子様  

２５日（金） 中学部合唱発表 

       ディワリ休業前集会 フィルミレンゲの会 

２６日（土） ディワリ休業日（～３日） 

 
 

 

今年も新着図書 約 500冊！ 
「キャベタマたんていシリーズ」「キャラクタ

ー図鑑シリーズ」「ぼくが宇宙人を探す理由」など

多くの本を購入しました。１１月６日から８日ま

で PTA 図書委員の皆様に整理していただく予定

です。その後、１１月１１日から貸出開始となり

ます。PTA 図書委員の皆様、毎年ありがとうござ

います。    


